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令和4年2月9日

静岡県くらし・環境部廃棄物リサイクル課

世界のプラスチック生産量及び廃棄量

出典：インフォビジュアル研究所『図解でわかる14歳からのプラスチックと環境問題』太田出版、2019年、６ページ　ほか
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1950年～2015年に作られたプラスチック　　
　８３億トン

→６３億トンはごみに
　　　うち７９％は埋立か投棄
　　　　　１２％は焼却

→リサイクルは９％、約６億トン

このままのペースでいくと
　2050年には１２０億トンが埋立・投棄

日本におけるプラスチックのマテリアルフロー

出典：WWFジャパンほか「海洋プラスチックごみについて考えよう」（2020年7月） 4 5

海洋プラスチックごみによる海洋汚染の状況　

出典：環境省「海ごみゼロウィーク・アワード参考資料」（2020年２月）
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海洋プラスチックごみによる海洋汚染の状況　

出典：プラスチック・スマート「海洋プラスチックごみ問題について」（2019年２月）

海洋プラスチックごみによる海洋汚染（日本の状況）
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海洋プラスチックごみによる海洋汚染（日本の状況）

出典：プラスチック・スマート「海洋プラスチックごみ問題について」（2019年２月） 8

深海調査（JAMSTEC）でみられたもの

出典：JAMSTECウェブサイト（2021年７月２日閲覧） 9
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本県の漂着ごみの状況

出典：県環境衛生科学研究所（マイクロプラスチック調査資料編）

発泡スチロール食品包装

県内の海岸域におけるプラスチックごみ
（平成30年度　県環境衛生科学研究所調査）

ペットボトル 魚網、ビニールひも 履物
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マイクロプラスチックとは

出典：環境省「プラスチックを取り巻く国内外の状況」（2018年８月） 11

プラスチックは体内に入っている

出典：WWFジャパンウェブサイト（2021年7月閲覧） 12

県の取組

◆美しい静岡県の海岸を守るために

プラスチックごみ流出防止のためにできることは？

「海洋プラスチックごみ防止『６Ｒ県民運動』」

プラスチックごみの
発生抑制

プラスチックごみの
流出防止

県民一人ひとりができることから取り組む
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「６Ｒ県民運動」の推進

Refuse
　リフューズ

「断る」

 Return
　　リターン

「返す・
　持ち帰る」

Recover
　リカバー

「回復させる」

静岡県独自の３R ３R

Reduse
　リデュース

「減らす」

Reuse
　リユース

「繰り返し使う」

Recycle
　リサイクル

「再利用する」

＜個人で、家庭で、事業所で、地域で実践＞
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６Ｒ県民運動の展開

2019年　 ５月30日　推進大会開催

　　６月      　 環境月間(6/3街頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ）
　　７月       　海の日（7/13　田子の浦で清掃イベント）
　　10月18日  「６Ｒ推進フォーラム」講演・実践事例発表
　　11月　　　　店舗でのイベント（島田アピタ）ほか啓発
　　12月         不法投棄撲滅月間（街頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ）
　　　　　　　　　エシカルラボイベント啓発（浜松市）
　　１月　　　　ＳＤＧ’s Collection Supported by TGC イベント啓発
　　３月　　　　レジ袋リフューズへのクルポポイント付与開始　　など 

2020年　県民参加「６Ｒで海のごみをへらすのであ～るキャンペーン」
　　６Ｒ啓発セミナーへの講師派遣
　　産廃３Ｒキャンペーン「プラスチックごみ削減部門」
　　シンボルイベント（県主催清掃イベント…10月：田子の浦）

2021年度　６Ｒ県民運動の実践、運動の更なる拡大
15

６Ｒ県民運動での県の取組
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2020年11月
　イオン袋井店（袋井市）で６Ｒ県民運動・食品ロス削減啓発イベント

６Ｒ県民運動での県の取組
2021年10月
　県主催海岸清掃イベント（田子の浦港付近の海岸）
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６Ｒ県民運動の成果

６Ｒ県民運動　県特設ウェブサイト　「賛同企業・団体」のページ
https://r-kurashi.machipo.jp/shizuokaken_6R/supporter.html

６Ｒの取組の輪

６Ｒ県民運動の賛同者　…　約370団体に
　　　　　　　　　　　　（団体、企業、市町）
清掃活動への参加者数　…　延べ約40万人
　　　　　　　　　　　　（2019年度）
　　　　　コロナ禍で2020年度は約18万人
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２０２１年６月
　「プラスチックに係る資源循環の促進等

　に関する法律」成立／２２年４月施行
　（略称：プラスチック資源循環法　又は　プラスチック資源循環促進法）

プラスチック資源循環法

２０１９年５月
　「プラスチック資源循環戦略」の策定

２０２０年５月～２０２１年１月
　「中央環境審議会循環型社会部会プラスチック資源循環小委員会及び産業
構造審議会産業技術環境分科会廃棄物・リサイクル小委員会プラスチック資
源循環戦略ワーキンググループの合同会議」で戦略の具体化するための審議
　２０２１年１月に、中央環境審議会「今後のプラスチック資源循環施策のあり
方について（意見具申）」が発出
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プラスチック資源循環法

第４条（事業者及び消費者の責務）

１　事業者は、プラスチック使用製品廃棄物及びプラスチッ
ク副産物を分別して排出するとともに、その再資源化等を行
うよう努めなければならない。

２ （略）

３ 事業者及び消費者は、プラスチック使用製品をなるべく
長期間使用すること、プラスチック使用製品の過剰な使用を
抑制すること等のプラスチック使用製品の使用の合理化によ
り、プラスチック使用製品廃棄物の排出を抑制するとともに、
使用済プラスチック使用製品等の再資源化等により得られた
物又はこれを使用した物を使用するよう努めなければならな
い。
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プラスチック資源循環法

出典：環境省「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律

(プラ新法)の普及啓発ページ」https://plastic-circulation.env.go.jp/ 21


